
こ
れ
か
ら
に
生
き
る
野
球
を

　
そ
ん
な
桂
ス
ポ
の
チ
ー
ム
方
針

は
、
練
習
中
に
も
表
れ
て
い
る
。

週
１
回
の
基
礎
練
習
の
他
は
、
ほ

と
ん
ど
が
実
戦
形
式
で
練
習
を

行
っ
て
い
る
。
塁
上
に
ラ
ン
ナ
ー

を
置
き
、
バ
ン
ト
や
盗
塁
も
選
手

の
判
断
で
積
極
的
に
行
う
。
田
中

監
督
は
そ
の
理
由
に
つ
い
て
、「
動

き
を
覚
え
る
た
め
に
は
、
体
と
頭

を
同
時
に
使
い
な
が
ら
、
実
際
の

試
合
の
よ
う
な
練
習
を
す
る
の
が

一
番
で
す
」
と
語
る
。

　「『
自
分
で
考
え
る
野
球
』
を
意

識
す
る
こ
と
で
、
野
球
の
プ
レ
ー

に
対
し
て
１
０
０
通
り
も
２
０
０

通
り
も
の
や
り
方
を
学
ぶ
こ
と
が

で
き
ま
す
。
確
か
に
場
面
ご
と
の

判
断
は
、
数
も
多
く
、
難
し
い
か

も
知
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
難
し

い
か
ら
こ
そ
、
頭
が
柔
ら
か
い
小

学
生
の
う
ち
に
、
場
面
を
判
断
し

て
自
分
の
考
え
で
プ
レ
ー
す
る
姿

勢
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
大
切
な

ん
で
す
。
そ
の
姿
勢
が
身
に
付
け

ば
、
中
学
校
や
高
校
で
の
野
球
に

活
き
る
の
は
も
ち
ろ
ん
、
普
段
の

生
活
な
ど
、
こ
れ
か
ら
の
子
ど
も

た
ち
の
人
生
に
も
良
い
影
響
を
与

え
る
と
思
い
ま
す
」

 昭和 58 年
　田中義人初代監督の下、
　桂川町野球スポーツ少年団始動

桂スポ活動の軌跡

 昭和 59 年
　○第１回桂川町長旗
　　少年野球大会開催

 平成 10 年
　田中隆行監督が、
　２代目として就任

 平成 14 年
　○スポーツ少年団福岡県大会
　　初出場 第３位

 平成 18 年
　○県春季大会第３位
　○県スポーツ少年団大会第３位
　○第 22 回桂川町長旗
　　少年野球大会優勝

 平成 22 年
　○県学童大会ベスト 16
　○福北学童少年野球大会優勝

 平成 23 年
　○県大会ドコモカップベスト 16

 平成 21 年
　○第 25 回桂川町長旗
　　少年野球大会優勝

 平成 16 年
　○第 20 回桂川町長旗
　　少年野球大会優勝

特集   一戦必勝 ～桂川町野球スポーツ少年団～

 平成９年
　○第 13 回桂川町長旗
　　少年野球大会優勝

1例えゴロを打っても一塁まで全力で走る。「最後
まで全力でがんばる」姿勢は、彼らのプレーの随所
に表れる。2試合中は保護者が一番の応援団。我が
子の活躍には一丸となって全力で喜ぶ。3実戦形式
の練習スタイルは、投手も例外ではない。ブルペン
投球ではなく、実際に打者に向かって投げ込むこと
で、投球感覚を磨いていく。4サインがなくても、
隙あらば積極的に次の塁へと仕掛ける。その判断を
考える過程こそが、桂スポの強さと言える。5練習
中でも試合中でも、声出しは最も基本的なチームプ
レー。試合に出ることができない選手も、しっかり
と声を出してチームに貢献。
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5 頁　 平 26. 広報けいせん ９月


